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令和６年能登半島地震災害に対する 

日本赤十字社徳島県支部の救護活動について 
 

令和 6年 3月 27日現在 

 

令和６年１月１日に石川県能登地方を中心に発生した地震災害により、人的

被害や住家被害など甚大な被害が発生しました。日本赤十字社では、災害発生

直後から日本赤十字社本社および各県支部が連携し、避難所等での医療活動や

救援物資の配布をはじめとした被災者支援活動を行いました。 

 この度の地震災害に対する当支部の対応については、以下のとおりです。 

 

１．医療救護班の派遣 

  日本赤十字社では、災害発生直後から全社的な救護活動を展開し、ブロッ

クごとに被災地域で、切れ目のない救護活動を実施しました。徳島県支部の

所属する第５ブロック（中国・四国ブロック）でも順次救護班を派遣し、徳

島県支部は以下のとおり医療救護班を派遣しました。 

 

医療救護班（第１班）の派遣 

（１）派遣期間    令和 6年 1月 15日（月）～1月 20日（土） 

           （現地での活動期間は、1月 16日～19日） 

 

（２）派遣先     石川県七尾市、志賀町 

 

（３）派遣メンバー 日本赤十字社徳島県支部医療救護班 第１班（10名） 

           徳島赤十字病院 医師 3名・看護師 3名・薬剤師 1名 

                   救護主事 1名 

           徳島県赤十字血液センター 救護主事 1名 

           日本赤十字社徳島県支部  連絡調整員 1名 

 

（４）活動内容   避難所を訪問しての巡回診療や救護所運営等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難所の一角で診療を行う救護員 避難所の状況について保健師と 

確認する徳島県支部救護班 
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医療救護班（第２班）の派遣 

（１）派遣期間    令和 6年 1月 31日（水）～2月 4日（日） 

           （現地での活動期間は、2月 1日～3日） 

（２）派遣先     石川県七尾市 

（３）派遣メンバー 日本赤十字社徳島県支部医療救護班 第２班（10名） 

  徳島赤十字病院 医師 3名・看護師 3名・薬剤師 1名 

                   救護主事 1名・連絡調整員 1名 

徳島県赤十字血液センター  連絡調整員 1 名 

（４）活動内容   避難所を訪問しての巡回診療等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療救護班（第３班）の派遣 

（１）派遣期間    令和 6年 2月 13日（火）～2月 17日（土） 

           （現地での活動期間は、2月 14日～16日） 

（２）派遣先     石川県七尾市、宝達志水町 

（３）派遣メンバー 日本赤十字社徳島県支部医療救護班 第３班（８名） 

  徳島赤十字ひのみね医療療育センター 

 医師 1名・看護師 3名・薬剤師 1名・救護主事 1名 

徳島赤十字病院       救護主事 1名 

徳島県赤十字血液センター  総合調整員 1 名 

（４）活動内容   避難所を訪問しての巡回診療やこころのケア活動等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

血圧測定を行う看護師 
避難者の不安を傾聴する救護員 

避難者の体調確認を行う徳島県支部救護員 

 

ブリーフィングを行う救護班 
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２．「日赤災害医療コーディネートチーム」の派遣 

石川県の保健医療福祉調整本部において、被災地の保健医療・福祉ニーズを

把握し、救護班の調整や救護活動についてのコーディネート業務を担うため、

専門チームを次のとおり派遣しました。 

 

「日赤災害医療コーディネートチーム（第 1班）」の派遣 

（１）派遣期間    令和 6年 1月 10日（水）～1月 15日（月） 

          （現地での活動期間は、1月 11日～14日） 

（２）派 遣 先     石川県庁（石川県保健医療福祉調整本部） 

（３）派遣メンバー ①日赤災害医療コーディネーター  

徳島赤十字病院  医師１名 

②日赤災害医療コーディネートスタッフ  

徳島赤十字病院 事務職員２名    （計３名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「日赤災害医療コーディネートチーム（第２班）」の派遣 

（１）派遣期間    令和 6年 2月 6日（火）～2月 11日（日） 

           （現地での活動期間は、2月 7日～10日） 

（２）派遣先     石川県庁（石川県保健医療福祉調整本部） 

（３）派遣メンバー ①日赤災害医療コーディネーター  

徳島赤十字病院  医師１名 

②日赤災害医療コーディネートスタッフ 

   徳島赤十字病院 事務職員２名    （計３名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

各関係機関と連携し、コーディネート業務等

を行う徳島県支部コーディネートチーム 

関係機関との会議に参加する徳島県支部 

コーディネートチーム 

業務の引き継ぎを受ける徳島県支部 

コーディネートチーム 

 

日本赤十字社社長（写真中央）に医療調整本部の 

活動内容を説明する徳島県支部コーディネーター 
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３．「こころのケア要員」の派遣 

被災者の精神的なダメージ､心身の疲労､避難生活などによるストレス状態

の軽減を図るため、徳島県支部は以下のとおり「こころのケア班」を派遣しま

した。 

こころのケア要員の派遣 

（１）派遣期間    令和 6年 2月 2日（金）～2月 8日（木） 

           （現地での活動期間は、2月 3日～7日） 

（２）派遣先     石川県志賀町 

（３）派遣メンバー こころのケア要員 

徳島赤十字病院 看護師 1名 

           ※四国各県支部の「こころのケア班」（１チーム４名）

の一員として活動 

（４）活動内容   避難所を訪問してのこころのケア等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こころのケア班の派遣 

（１）派遣期間    令和 6年 3月 3日（日）～3月 9日（土） 

           （現地での活動期間は、3月 4日～8日） 

（２）派遣先     石川県輪島市 

（３）派遣メンバー 日本赤十字社徳島県支部こころのケア班（４名） 

徳島赤十字病院 看護師 1名・救護主事 1名 

徳島赤十字ひのみね医療療育センター 

          看護師 1名・公認心理師 1名 

（４）活動内容   被災者・支援者のこころのケア等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミーティングを行うこころのケア班 避難者の話を傾聴するこころのケア班 

日本赤十字社徳島県支部の後藤田支部長

による視察（輪島市役所） 
支援者のケアを行う看護師（輪島市役所） 
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４．赤十字要支援者用段ボールベッド等の搬送  

 1月 8日、日本赤十字社石川県支部を通じて、石川県珠洲市から当支部独自 

開発の要配慮者用段ボールベッド等の支援要請があり、同日、石川県支部へ向

け職員２名を派遣しました。 

 

（１）派遣者 日本赤十字社徳島県支部 １名 

       徳島赤十字ひのみね医療療育センター １名 

（２）搬送物資及び数量 

・赤十字徳島オリジナル要支援者用段ボールベッド（要配慮者用）30 セット  

・赤十字徳島オリジナル要支援者用段ボールベッド（乳児用）10セット 

・弾性ストッキング（エコノミークラス症候群予防） 500足 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．寒冷地での救護活動用「耐冷手袋」の送付 

 1月 16日、日本赤十字社石川県支部から寒冷地での救護活動用「耐冷手袋」

の支援要請があり、同日、石川県支部へ向け発送しました。 

（１）発送物資及び数量 

・耐冷手袋（Mサイズ）  300セット 

・耐冷手袋（Lサイズ）  300セット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

耐冷手袋の発送作業を行う

救護員（徳島県支部） 

寒冷地での救護活動に活用されます 

石川県の赤十字施設に段ボールベッドを 

搬入する徳島県支部の救護員 

 

石川県支部職員に段ボールベッドの 

取り扱いを説明する当支部救護員 


